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１．はじめに

　環境影響評価法が１９９７年６月に公布され、社会基盤システムの建設・運用、土地開発等を行う場合の

既存環境システムに対する影響の把握、保全対策、検証がますます社会的に重要視されている。当社は、鉄

道沿線活性化事業として地域環境との調和を目指した良質な住宅開発に取り組んでおり、本稿では東京都下

丘陵地において検討している大規模住宅開発事業を題材に、地域環境調和を目指した環境影響評価のその具

体的取り組み、特に定性化・定量化しにくい「動物」の評価についての取り組みを紹介する。

２．包括的な環境影響評価手法について

　開発計画の策定から地域自然環境に配慮した開発計画の

成立に至る流れは一般的に図―１のように進められる。そ

のなかで「開発行為による自然環境に対する影響の把握」

及び「目標とする将来の自然環境回復レベルの設定及び影

響緩和措置の検討」については、図―２に示すように６ス

テップを踏みながら包括的に影響評価を進め、また各段階

においては以下のような定量的評価手法により評価の適正

化を図るものとした。

（１）調査・分析

・ 現況把握後土地の改変による影響（インパクト）

の把握にあたり、図―３に示すような評価シート

に基づき生息地の改変前後の面積や個体数等の定

量的な把握に加え個々の種の繁殖力、適応力等の

要素を加味し分析を行った。

（２）評価・仮説

・ 影響の程度を４段階（特大・大・中・小）にラン

ク付けするものとし、あわせて目標とする自然環

境の回復レベル（保全目標）を設定した。

（３）検討・検証

・予測される影響を抽出し、工

事前・供用後と工事中と段階別

に保全対策のメニューをあげ

る。これらの保全対策を講じる

ことによる影響程度の低減効果

を再度、図―４の評価シートに

基づき評価を行い、保全目標と

比較考察を加え検討した。

キーワード：環境調和、環境評価

連絡先：〒151-8512　東京都渋谷区代々木 2-2-6　tel.03-3378-1748 fax.03-5371-0298

影響程度
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D ホンドカヤネズミ ①繁殖地の消失 工事前 ○ 特大→大
草地性 (注目種選定基準; …・

東京都　ＲＤＢ） ②移動経路の分断
確認地点数；４（３） …・ 供用後
残留地点数；３（１） ③個体数の減少

…・
保全目標の達成度…「◎」；達成、「○」；ほぼ達成、「△」；達成できるか不明、「×」；達成されない
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・繁殖地の
確保による
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工事中 内容
種  名

評価保全対策
予測される影響保全目標
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確認地点数と残
留比率

繁殖環境面積と
残留比率

成体生息環境面
積と残留比率

採餌等利用環境
面積と残留比率 繁殖力 適応力

影響の
程度

予測
結果

ﾄｳｷｮｳｻﾝｼｮｳｵ △ △ ○ ー 弱 弱 大
ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ △ △ × ○ 中 弱 特大
ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ ○ △ ○ △ 強 強 大
･･･････…

両
生
類

種網

・どのような影響が ｽﾃｯﾌﾟ１ 現況の把握（精度の高い継続性のある調査）
　どの程度あるのか？

ｽﾃｯﾌﾟ2 土地の改変による現況へのｲﾝﾊﾟｸﾄの把握
（両生爬虫類、鳥類、哺乳類、昆虫類）
※貴重種のみではなく、一般種も対象とする

・改変前と後の面積と比率
・改変前と後の個体数

＋
・個々の種の繁殖力、適応力など

・影響の程度のﾗﾝｸづけ ｽﾃｯﾌﾟ3 影響の程度により段階にわける
（特大、大、中、小…４段階）

・事業者としての努力 ｽﾃｯﾌﾟ4 事業者として目標とする回復レベルの設定
　目標の設定
・仮説（目標設定）を達成 ｽﾃｯﾌﾟ5 目標とする回復ﾚﾍﾞﾙにするために予測され
　するための方策の検討 る影響を把握し、工事状況に応じた保全対策

ﾒﾆｭｰを検討し、影響程度の軽減を検証。
・仮説（目標設定）をｸﾘｱ ｽﾃｯﾌﾟ6 目標とする回復ﾚﾍﾞﾙに達した場合は現況の
　したかどうかの検証と対応 土地利用で進める。達しない場合は、土地

利用計画の見直しを含め再度検討。

　社会基盤ｼｽﾃﾑの建設・土地の開発等
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図-1 開発計画策定の進め方

図-2 環境影響評価手法

図-3 影響予測評価シート

図-4 影響の予測と保全対策の評価シート
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フレーム検討

開発行為による自然環境に対する影響の把握

目標とする将来の自然環境回復レベルの設定

影響緩和措置の検討

自然環境調査

重要地域の選定



３．特定の種に対する環境影響評価手法について

　特定の種（以下「種」とする）に対する環境影響評価

を実施するうえで、種の保全策検討のためのエリア区分

およびその評価という手順にもとづき進める。なお今回

は鳥類の事例を紹介する。

（１）調査

・１シーズン（H8.11～H9.10）の鳥類調査結果をもと

に、さらに必要な知見を得るための調査として、種

の行動圏を把握するための定点調査、食性調査、自

然環境調査等を行った。（図―５）さらに上記調査デ

ータをもとに、種の行動圏、行動特性、停留地点、食痕

及び餌資源としての鳥類、繁殖行動の確認地点の抽出

等、調査結果の把握・整理を行った。

（２）評価・解析

・上記（１）の調査結果をもとに種の行動及び生息環境

を評価解析した。具体的には、停留地点の利用特性の明

確化を目的とした利用状況の把握や停留行動の分類評価

解析、森林性・疎林性鳥類を対象とする狩り場としての

ポテンシャルの評価解析、さらに樹林の環境特性として

樹高、階層構造、鳥類のハビタットとしての樹林、林内

飛翔空間の評価解析を行った。

（３）保全のためのエリア区分

・まず、対象開発地を流域単位を基本にして数十のサブ

エリアに区分する。その各サブエリアに対して、上記

（１）（２）にもとづきエリア特性の分析を行った。その

分析フローを図―６に示す。実行動からの評価として a)

「繁殖に係わる行動の確認地点」、樹林の分布状態からの

評価として b)「営巣谷を含む樹林との連担性」、また実

行動からは把握しきれない樹林のポテンシャル評価とし

て c)「森林性・疎林性鳥類のハビタット等からみた樹林

の環境特性」の３つの観点から、サブエリアごとに検討

を行い評価をしエリア区分を行った。（図―７）

（４）設定されたエリアの評価・保全のための課題

・各エリアごとに評価及び保全のための課題を明確にし

た。そのうえで土地の改変が種に及ぼす影響と範囲を明

確にし事業計画に反映させた。

４．おわりに

　環境影響評価については自然環境の特質から定量化しにくい事象が多い。今回大規模住宅開発事業を対象

に客観的な環境評価に取り組んだことは今後同様の環境影響評価を行ううえで意義があると思われる。

　環境に対する社会的な意識が高揚している昨今において、開発事業者として地域環境との調和を目指した

取り組みを不断に行っていくこととしたい。

調査項目 調査期間

①定点調査 H9.10～H10.8(1) 行動圏・
　行動特性調査 ②任意観察調査 H10.6～H10.8

①巣内育雛状況調査 H10.4～H10.6
(2)繁殖状況調査

②巣外育雛状況調査 H10.6～H10.8
①食痕調査 H9.11～H10.8

(3)食性調査
②餌資源としての鳥類調査 H10.1～H10.8
①自然環境調査 H9.11～H10.8

(4)自然環境調査
②営巣地環境調査 H10.10

(5)土地利用
　　　状況調査

①土地利用状況調査 H10.7～H10.8

図-5 調査項目･調査機関

図-6 エリア区分の検討手順

調査対象エリア

繁殖に係わる行動の抽出

① 交尾行動
② 餌受渡し行動
③ 巣外育雛期幼鳥への給餌
④ 塒入り行動
⑤ 防衛行動（停留地点・飛翔行動）
⑥ 巣外育雛期幼鳥の行動（前期・後期）

設定エリア 特性

エリアA 営巣谷を含むハビタットとしての良好な樹林域からなるエリア

エリアB 営巣谷を含む樹林と連担しているエリア

エリアC 営巣谷を含む樹林と連担していないエリア

その他のエリア エリアA・Bと連担しているエリア

1 つ以上の繁殖に係わ
る行動が確認されたサ
ブエリア

いずれの行動も確
認されていないサ
ブエリア

①②③④⑤⑥
が重なったサ
ブエリア

⑤⑥が重なっ
たサブエリア

⑥がのみが確
認されたサブ
エリア

営巣谷を含む樹林と連担する 営巣谷を含む樹林と連担しない

断層構造や狩り場などハビタットからの樹林の環境特
性、地形条件、土地利用条件等から評価

エリアA エリアB その他のエリア
非区分域

（除外地域を
含む）

エリアC

a)

b)

c)

④⑤⑥が重な
ったサブエリ
ア

図-7 繁殖に係わるサブエリア
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